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Plan for Clear Water
Transmission Main

Clear Water Transmission General Plan
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Kangaru Reservoir Site
Flow Sheet 3-63
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Plan for Distribution Pipes
Kangaru-Majimbo 3-66



(from Majimbo to Mbreere)
Plan For Distribution Pipes

Distribution Network General Plan
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Single Line Diagram for Mukangu WTP
and Kangaru RS
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3-2-4 施工方針/調達方針 

3-2-4-1 施工方針/調達方針 

「ケ」国側の本事業の実施機関は、水灌漑省（MoWI）管轄下のタナ水サービス委員会（TWSB）

である。 また現地においては TWSBとの信託契約により、エンブ水サービス会社（EWASCO）

が給水事業を行っている。事業の実施体制を図 3-14に示す。 

本事業は、詳細設計の段階から TWSB及び EWASCOに特別に設置されるプロジェクチームが

一貫して業務を担当するものとする。 

同オフィス内のプロジェクトチームの役割は次のものである。 

a. 本計画に対する TWSB及び EWASCOの窓口 

b. 「ケ」国政府の関係部局との連絡・調整 

c. 本計画に関連する外部機関との連絡調整 

d. コンサルタントのカウンターパートとして設計・入札業務のとりまとめ 

e. 追加の調査・試験が必要な場合におけるコーディネーション 

日本のコンサルタントは事業を円滑に進めるために、詳細設計、入札業務、施工監理を行い、

所定の期間内で業務を完成させる。そのため、現地に施工監理技師を常駐させ工事全般にわたる

TWSBの代理人として業務にあたらせると共に、土木、機械、配管、電気等の専門分野技師を建

設の進捗に応じて派遣して監理業務を行う。 

本事業は土木、配管および機械電気設備の設置工事が主体であり、類似の建設工事の実績を持

つ日本の一般土木工事請負業者を工事にあたらせることが適当と判断する。業者選定に当たって

は、一般公開入札によるものとし、TWSBと協議確認のうえ、入札参加業者に求められる資格お

よび選定基準を入札準備作業時に決定する。 

工事実施に当たっては、日本側コントラクターからの技術者が常駐し、監督指導にあたる。ま

た、「ケ」国の建設業は十分発達しており、下請けとして工事に当たらせても特に問題は生じない

と考える。 

なお、本工事においては、調達機材の金額が大きくパッケージ分けを考慮すべきである。調達

機材の内、管材が金額で 93%を占め（ケニア国内生産の uPVC管のみで 69%）、容量として 2,100m3

程度になる。また、これらは本工事で使用される材料と共通である。 

EWASCOは、これらの管材については、盗難防止の意味から保管場所の制約（ガード出来る場

所でないと保管できない）があるため、施工の進行に合わせた納品を希望している。 

調達管材については、工事で使用する管材との仕様統一と、弁類や異型管・接続部材について

特にフランジ規格や現地の部材の口径等を配慮したきめ細かい調達が必要になる。さらには、布

設工事進行に合わせた納品を行うということは、EWASCOの施工の進行と予定を的確に把握して

施工予定にあわせた材料を納入する必要がある。 

これらの点を考慮の上、パッケージ分けしても問題ないように、調達方法や仕様の指定を適切
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に行うことが必要になる。 

 
図 3-14 事業の実施体制 

 

 3-2-4-2 施工上／調達上の留意事項 

建設工事は、取水施設の改修及び浄水場及び配水池の建設、導水管・送水管及び一部配水管の

敷設等で構成され、また、新設ムカング浄水場 2系にポンプ設備等の機器操作，浄水、送水機能

の最小限の監視電気設備を設置する。現場事務所、資材置き場については、取水堰周辺、ムカン

グ浄水場、カンガル浄水場に十分な空き地スペースが必要であり、これについては TWSB及び

EWASCOとの協議により対応を図る。 

また、現地労働者の雇用が可能であり、建設資材と建設重機の調達に留意すれば、本計画の工

事は現地で十分に対応ができる。従って、建設業者は費目毎に適宜下請けとして工事に当たらせ

る。 

施工上の留意点を一般事項および安全管理事項別に分け、以下に示す。 
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一般事項 

a. 「ケ」国に定着している公休（土・日）や祝日のほか、一部のイスラム教徒は断食明けに

数日の休暇を取ることに留意する。 

b. エンブ市は、首都ナイロビ市の北東約 120km、ケニア山への途中に位置し古くからの交易、

行政の中心地であり、また東部州エンブ県の主要都市である。労務者の確保や資機材の輸

送にはこれを考慮する。 

c. 「ケ」国内においては、車両輸送を基本とする。鉄道はナイロビからエンブ市まで至って

いない。 

d. エンブ市の年間総降水量は、ここ数年の平均で 1,000mm程度と比較的低いが、長雨期（4

～7月）と短雨期（10～12月）、乾期（1～3月、8～9月）に分けられる。全般的に１年間

を通して降雨による作業への影響は少ない。長雨期には主に夕方から朝にかけ、もしくは

午後から夕方にかけて降る。一方、短雨期には通常夜分に降り、降り方も比較的穏やかで

あることが多い。工事の実施に際しては、雨期全般にかけて 10mm/日以上の降雨日につい

ては施工効率の低下を見込むこととする。 

e.  取水施設の工事、及び導水管の敷設工事については、長雨期の４，５，６月を避けて行

い、比較的雨量の少ない 3月までに完了するように計画する。その他工事についても、長

雨期の集中的な降雨に備えて、水切り作業を実施して対応する。 

f.  ムカング取水施設、導水管の敷設、及び送水管の一部等での土工事については、岩掘削

に備えた対応を考慮する。 

g.  傾斜部に埋設する配管については、降雨による侵食や車両通行に伴う地荒しに配慮した

防護を施す。 

h. 市街地の配管については、舗装道路内の埋設は許可されない為、雨水側溝外側の空き地ス

ペースに敷設すること基本とする。尚、一部、私有地を使用する場合は、TWSB及び

EWASCOが許可の取得、必要な補償について対処することとする。 

i. 道路局の規定に則し、国道及び市街地の主要な道路の横断部については、コンクリート管

による防護または鋳鉄管を用いる等の対応策を施す。 

j. 国道は「ケ」国内運輸の幹線道路にもなっていることから、道路閉鎖を避けた施工手順を

計画する。 

k. 生コンクリート工場はエンブ市およびその近郊の都市に無いことから、現場練ミキサーの

準備を要し、品質管理について留意する。 

l. ポンプ据付工事・試運転、溶接検査等には、日本からの技術者を派遣して十分な監督の下

に実施する。 

m. 取水施設の工事に際しては、既存の取水施設に改修を施すところもあるため、現在の取水

に工事中の濁水が極力影響しないように計画する。 
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n. 輸入品に係わる付加価値税(Value- added Tax: VAT)及び輸入税については、所定の手続きに

より免税となる。但し、現地調達品は還付方式が原則として適用される。 

o. 本計画の実施に伴う EIA及び取水権は取得済みである。道路占用許可については、

EWASCO自身が多くの経験を有しているため、その許可取得に関して特に問題は無いと

考えられる。施工に際して、環境面に十分配慮した施工計画を立案することが必要である。

また、NEMAの規定に示されるとおり、資材調達現場の復旧、ダスト・騒音・濁水処理

対策、残土処理の方法等、環境条件についても対応を図る。 

p. 現地の電力インフラは脆弱で、停電も頻発している状況である為、工事時には必要に応じ

て発電機を併用して対応を図る。 

q. 昨今のケニア国市場における物価上昇に留意する。（①関係機関からは労務単価に係わ予

定値が発表されている。2005年は 8%、2006年は 8%、2007年は 7%で、2008年は 8%と

なっている。②ジェトロからは物価上昇指数が発表されている。）  

安全管理事項 

JICAケニア事務所及び大使館からの情報等により、エンブ市及びその周辺地域での現地安全情

報を収集し、施工に当たっては下記の点に留意し安全対策を講じる。 

a. 原則として現地カウンターパート機関より、安全かつ円滑な工事実施のためのアドバイス

を逐次受けること。 

b. エンブ市周辺で活動するドナー関係者があれば連絡を密に取り、治安に関する情報を共有

すること。 

c. エンブ市内のホテルは全て現地資本のホテルである。全般的にエンブ市内及びその周辺の

治安状況はよく日中の活動には問題はない。とは言え、ケニア国内での一戸建の家屋での

生活は勧められないため、安全の確保出来るホテルを想定して計画する。 

d. 工事車両は、日本が支援するプロジェクトであることが判然とするようロゴ等で目印を付

けること。 

e. 治安上の不測の事態に備え、工事関係者への Basic Operating Guideline (BOG) の周知徹底を

図ること。 

その他 

a. セメントの調達 

・ 一般のコンクリート構造物に使われる生コン用のセメントは、一社が独占販売している状

況である。 

・ 強度の劣るセメント（モンバサ市にある会社で製造）も流通しているが、現金による販売、

取引しか行われていない。 

b. 鉄筋の調達 

・ 近年、南アフリカで開催が予定されている FIFA ワールドカップ（2010 年 6 月開催）に伴
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う建設ラッシュの影響があるが、本事業の施工開始（2012年 1月）にはその影響は収ま

っていると考えられる。 

c. 型枠の調達  

・ 「ケ」国内で調達が可能である。 

d. 砂（細骨材）の調達 

・ 「ケ」国内においては、採取された砕石を整形する際に発生するダストを使った細骨材

も流通している。ダストの場合は微粉末の割合が多いため粒度分布を確認して使用する

必要がある。 

e. 輸送費 

「ケ」国内においては、一般的な物価上昇に伴い燃料費も高騰し続けてきた。また、燃料

費の高騰はトラック輸送を基本とする「ケ」国内の輸送費にも直結して影響することに配

慮する。 

f. ケニアシリングの変動 

近年、ケニアシリング（Kshs）が 1.8～1.2円/ Kshs程度まで変動しており、今後もその変

動に留意する必要がある。 

 

 3-2-4-3 施工区分／調達・据付区分 

本計画の事業実施に伴う日本国側、「ケ」国側双方の負担工事区分について表 3-32、3-33に示す。

日本の無償援助の方針に従った両国政府の主な分担事項を逸脱することのないよう現地側と協議、

確認した施工区分をこれらの表に示す。 

 

表 3-32 施工区分 

項目 種類 「ケ」国 日本国 
資機材調達  ○ 取水堰の改修及び新設、導

水管の建設 改修/建設工事  ○ 
資機材調達  ○ 
建設工事  ○ 
据付  ○ 
用地の取得 ○  
フェンスの設置 ○  

浄水場、配水池、及び送配

水管の建設 

送電線の整備 ○  
資機材調達  ○ マイクロ水力発電装置及

びその周辺機器の設置 設置工事及び調整  ○ 
工事用道路の整備（用地外） ○  共通 
必要な許認可の取得 ○  
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表 3-33 両国政府の主な分担事項（一般事項） 

番号 項     目 日本 
(無償資金協力) ケニア国 

1 土地取得  ● 
2 建設予定地伐採  ● 
3 建設予定地にゲート・フェンス設置  ● 
4 工事用道路の設置   
 1) 用地内 ●  
 2) 用地外  ● 

5 施設建設（水力発電施設取付含） ●  
6 水力発電施設   
 各家庭への配電、  ● 
 既存グリッドへの接続  ● 

7 電力・水道・雨水排水・その他付帯施設の建設   
 1) 電 力   
 a. 用地までの送電線  ● 
 b. 用地内配線 ●  
 c. ブレーカーおよび変圧器 ●  
 2) 水 道   
 a. 配水本管から用地への接続管  ● 
 b.用地内配管 ●  
 3) 雨水排水   
 a. 排水本管への用地から接続管  ● 
 b. 用地内配管（トイレ、生活排水、雨水排水、その他） ●  
 5) 電 話   
 a. 用地内事務所から電話配線パネルまでの接続線  ● 
 b. 事務所内配線 ●  
 5) 家具・設備   
 a. 一般家具  ● 
 b. 事務所用設備 ●  

8 B/Aに基く以下の手数料の支払い   
 1) A/P手続き手数料  ● 
 2) 支払い手数料  ● 

9 被援助国荷揚げ港での陸揚げ・通関手続き   

 1) 日本から被援助国への製品の海上(場合によっては飛行
機))輸送  ●  

 2) 港での輸送品に対する租税免除および迅速なる通関  ● 
 3) 国際港から計画対象地までの国内・国外輸送 ●  

10 
認証された契約に基づいて供与される日本国民の役務につ

いて、その業務の執行のための入国および滞在に必要な便宜

供与 
 ● 

11 契約に基づき調達される製品および役務のうち、日本国民に
課せられる関税、内国税およびその他課徴金の免除  ● 

12 無償資金協力で調達される機材が、当該計画実施のため適正
かつ効果的に使用され、維持管理されるために必要な費用

 ● 

13 無償資金協力対象外調達機材の、据付等に必要となる費用  ● 
(B/A : 銀行取極、 A/P : 支払授権書) 
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 3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 

本計画は基本設計調査業務の完了後、日本国政府の閣議決定を経て、日本国と「ケ」国の両政

府間の「本計画に係る無償資金協力に関する交換公文(E/N)署名」により始まる。 

 

1) 詳細設計 

基本設計調査の結果に基づいて、日本国政府が無償資金協力の実施を決定した場合、「ケ」国政

府との間で交換公文の署名(E/N)がなされる。その後、コンサルタントは「ケ」国側（TWSB）と

契約を結び、日本国政府の認証を得た後、詳細設計を実施する。詳細設計の開始時に現地にて測

量等を含み詳細な現地調査を実施し、帰国後国内にて設計作業を行い、事業費積算および入札図

書を作成する。 

 

2) 入札業務 

入札図書は、総て TWSBの承認を得るものとし、承認取得後、直ちに入札作業を行う。 

a. 入札公示から１週間の準備期間を設けて入札参加者からの入札参加申請書を受理する。 

b. 入札参加申請書の受理後、遅滞なく入札参加資格の審査を行う。 

c. 入札参加適格者に入札図書を配布した後 1.5ヶ月の準備期間を設け、関係者立ち会いの

もとに入札を実施する。 

d. 入札最低価格提示業者を本案件の契約業者として TWSBに推薦し、公示請負契約締結の

推進を行う。 

 

3) 施工監理 

現地工事は、土木工事、建築工事、配管工事、水力発電装置の取付け、機械・電気設備工事と

多岐にわたる。日本より派遣する技術者としては、常駐監理を行う土木技術者１名の他、土木技

術者（構造物、管路等）、機械、電気の各分野において、主要施設工事の進捗に応じてスポット監

理として、数回にわたり技術者の派遣を行う。また、コンサルタント常駐管理者の補佐役として、

現地技術者を雇用する。 

施工監理に当たっては、TWSBおよび日本側施工者と綿密な打ち合わせのもとに業務を実施す

る。この他、MoWI、TWSB、JICAケニア事務所および JICA本部への月報提出を含め、関係者へ

の報告・連絡・協議を遅滞無く行なうものとする。 

 

 3-2-4-5 品質管理計画 

コンサルタントは、施設建設に関連してコントラクターに対して表 3-34に示す分析・試験等の

実施を指示し、その結果を品質管理に反映させる。 
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表 3-34 品質管理に係る分析・試験方法 

工  種 管理項目 方  法 適用基準・備考 
管材料 
 
 

強度・寸法 
 
外観・寸法 

工場検査報告の確認 
目視・寸法測定 
ゲージ 

日本国基準 
 
 

配管状況 
 
 

トルク 
漏水有無 
塗装 

トルクレンチ 
水圧試験 
膜厚計・目視 

日本国基準 
 
 

基礎 地耐力 平板載荷試験 日本国基準 
コンクリート 
 
 
 

骨材・セメント 
水 
ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄ 
コンクリート強度

物理的試験・化学的試験 
粒度試験 
スランプ・空気量・塩化物量

圧縮強度試験 

 

鉄筋 
 

強度 
 

引張強度 
配筋検査 

日本国基準 
440～600N/mm2 
「ケ」国製品 
545～595N/mm2 

構造物出来形  寸法検査  
材料品質 
塗膜厚・接着力 

品質証明書の確認 
膜厚試験・引張試験 

塗膜状況 目視 

防水工 
 
 

漏水有無 水張試験 

日本国基準 
 

据付精度 据付位置測定 水力発電装置 
試運転 出力、性能試験 

日本国基準 

据付精度 据付位置測定 電気・機械設備

機能 負荷運転試験 
日本国基準 

 

 3-2-4-6 資機材等調達計画 

1) 調達先 

無償資金協力における調達先適格国は原則として日本国または被援助国である。本事業に必要

な資機材は、可能な限り現地調達を行うものとするが、現地調達が不可能な資機材あるいは品質

仕様等が現地調達材では適合しないもの、および流通量あるいは価格の面で供給・購入が安定的

に行われていないものについては、費用対効果や維持管理性を考慮し、日本もしくは第 3国より

調達することを基本方針とする。ここで、第 3国としては、近隣の南アフリカ諸国及び EU等の

国が対象となる。 

 

a. 土木資材 

主要土木・建築工事用資材のうち、一般的なセメント、砕石、砂、レンガ、木材（角材・板

材）、ガソリン、オイル等は「ケ」国内で調達とする。但し、品質仕様が担保された資材を安定

的に調達する方策を講ずる必要がある。 

b. 配管材 

過去に「ケ」国内でもダクタイル鋳鉄管が生産されていた実績はあるが、現在は殆どが流

通していない。また、第 3国調達の有利性が小さいため、品質の信頼性が高く調達が容易な
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日本企業からの調達とする。この場合、製作国は日本国内に限らない。 

水道用の鋼管（内外面塗装）及び PVC管については、ナイロビ市内に工場があり、「ケ」

国の調達とする。 

c. 機械電気設備機材 

「ケ」国の給水設備には、特に故障が少ないことが要求される。本計画での機械電気設備

は浄水場施設の機器であり、数量は少なく特殊なものである。よって第 3国調達の有利性が

小さいため、品質の信頼性の高く、調達が容易な日本からの調達とする。 

d. ろ過材 

浄水場の砂ろ過池に使用するろ過砂は、粒径、比重および粒度分布等に関して高い仕様が要

求される。調査の結果、「ケ」国内でのろ過砂の調達は可能であり、品質にも問題がないことか

ら、「ケ」国にて調達とする。 

e. 建設機械 

「ケ」国内における建設機械のリース市場は、故障や台数等について不十分な面が懸念され

るが、本計画で使用する汎用的な建設機械程度であれば「ケ」国にて調達とする。 

 

以下、建設資機材の調達区分の一覧を表 3-35に示す。 

表 3-35 調達区分 

建設資機材 調達先 
区 分 名  称 現地 日本 第３国 

セメント ○   
鉄筋 ○   
型枠 ○   
砂、砂利、レンガ ○   

土木資材 

軽油、ガソリン等 ○   
ダクタイル鉄管  ○  
鋼管 ○ ○ ○ 

配管材 

uPVC管 ○   
ポンプ類  ○  
薬品注入設備   ○  
ろ過砂 ○   
水力発電機器  ○  

機械・電気設備機材

及びその他 

トランスその他 ○   
建設機械（リース） 建設機械 ○  

 

2) 納入・保管場所 

調達機材の納入場所は、EWASCOが用意するエンブ市内の保管場所とするが、盗難防止のため

保安が確実に出来る場所であることが必要になる。このため、一度に大量の資材搬入は困難であ

り、特に管材については数回に分けて搬入する必要がある。 
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 3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

本プロジェクトにおいては、施設完成後、引渡し前までに試運転を行ない、施設組込み機材の

浄水場の自家発電機、揚水ポンプ、送水ポンプ、薬品注入装置等の機能・操作の確認を行うこと

になる。この試運転期間中にコントラクターが EWASCOの技術職員に対し、施設引渡し時の運転

操作指導の一環として、それぞれの設備が適切に機能するよう、操作方法、トラブルシューティ

ングを主体とした指導を行なう。 

表 3-36 初期操作指導 

施  設 主な指導内容 備  考 
浄水場 表洗機能：機能確認、ON-OFF操作、水量設定、点検方法 

送水機能：機能確認、ON-OFF操作、配水池運転水位設定、点
検方法、緊急停止時対応 
排泥装置：排出操作 
薬品注入装置：注入量設定、攪拌機操作、点検方法 
電気設備：機能確認、点検方法 
発電装置：機能確認、操作方法、点検方法 

 

配水池 水位計：機能確認、点検方法  
導・送・配水管 各種バルブ：機能確認、開閉操作、点検方法  
取水堰 各種バルブ：機能確認、開閉操作、点検方法  

  

 3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画  

本プロジェクトでは、既存施設能力不足に伴う低い給水率を改善するため、取水・導水施設、

浄水場および配水施設を拡張する。浄水場については、現在建設・補修中の既設ムカング浄水

場（10,000m3/日）に隣接して 11,000m3/日能力の系列を新設し、合計 21,000m3/日の施設となる。

また、既存カンガル浄水場（約 2,500m3/日）は原水水質悪化、6系列もの小規模な施設であるこ

と、機器類の老朽化等の理由から廃棄する。 

カンガル浄水場は「ケ」国で一般的な沈殿ろ過複合型方式に対し、ムカング浄水場は既設・

新設とも横流式沈殿方式である。よって、運転経験のあるスタッフは少なく訓練が必要である。

また、現在浄水場運転管理スタッフは 5人と少なく、本プロジェクト実施とともに増員が必要

であり、これらスタッフのトレーニングも急務である。 

また、水質分析について、現在は機器が限られており、水温、濁度、残留塩素を測定してい

るのみである。適切な浄水場運転管理および給水水質確保のため、必要項目の水質モニタリン

グが可能となるよう、本プロジェクトで水質分析機器の機材供与を行う。このための訓練も必

要である。 

本プロジェクト実施後の施設の適切な運転維持管理および水質管理を実現させるために、施

設運営維持管理体制を構築する必要がある。 

そのため、本プロジェクトの円滑な立ち上がりを支援するため、下記項目のソフトコンポー

ネントを計画する。 
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①浄水場を中心とした水道施設の運転管理に関する技術指導 

   ②水質管理に関する技術指導 

なお、水道施設運転管理の重要項目の一つである無収水対策については、別途予定されてい

る「技術協力プロジェクト」にて実施されるので、本ソフトコンポーネントには含まない。 

詳細は資料 8-6に示す。 

  

 3-2-4-9 実施工程 

実施工程の期間としては、機材調達及び建設工事に 21ヶ月を要し、実施設計の 4.5ヶ月の他、

ソフトコンポーネントを加え、全体で約 31ヶ月となる。施設建設においては、浄水場建設に最長

の期間を要し、工事着手後、最短でも 18ヶ月が見込まれる。本プロジェクトは国債による実施が

適当であるため、実施設計から完了までの全体工程は概ね 3年間と想定される。図 3-15に事業実

施工程（案）を示す。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

現地調査

詳細設計

入札図書作成・承認

公示・図面渡し

入札・入札評価

業者契約

工事準備

機材調達

取水設備建設

導水管敷設

浄水場建設

送水管敷設

配水池建設

配水管敷設

試運転・引渡し･後片付け

ソフトコンポーネント

EWASCO工事

実
施
設
計

施
工
・
資
材
調
達

内訳/必要月数

3ヶ月

18ヶ月

6ヶ月

5ヶ月

2ヶ月

8ヶ月

1７ヶ月

７ヶ月

 
図 3-15 実施工程表（案） 

 

3-3 相手国側分担事業の概要 

本計画実施において、「ケ」国政府及び EWASCOが負担する事項は、「3-2-4-3 施工区分／調達・

据付区分」に示したとおりである。その具体的な内容は次のとおりである。 

本計画実施において、「ケ」国政府及び EWASCOが負担する内容は次のとおりである。 

a. 用地の取得 

ムカング浄水場隣接用地：1箇所 

    導水、送水、配水管 （既設ルートと同様に一部民地を借用する） 
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b. フェンスの設置 

ムカング浄水場：1箇所     

c. 送電線の設置（電力引込） 

ムカング浄水場：1箇所 

    カンガル配水池：1箇所 

d. 用地外工事用道路の整備 

e. 配水管敷設工事；プロジェクトで調達されるφ355mm～63mm 60.3km 

f. ケニア側のガチョカ郡内の配水管延伸工事:D280mm以下 152.8km 

g. カンガル配水場既存施設の取り壊し 

h. ムカング浄水場排水管工事   

i. その他 

配管敷設個人用地の権利取得、建設業者が必要とする用地の借用、調達資材の置き場、 

    及び事業費送金手数料 

上記工事はいずれも重要であるが、とりわけ図 3-16に示す e と fの配水管の敷設は事業の目

標である全体給水率 87%達成するために必須の工事である。EWASCOはｆについては自ら内容

を提示しており、eと fの総延長 223kmについては、当該地区の動員可能人数（1000人以上）

からみて、プロジェクトの施工期間 2012年初旬から 2013年末までの 2年弱で十分施工可能と

している。このためにも、ケニア政府による無償資金協力事業に対する資金供与が重要になる。 

以上のケニア側負担工事が実施されることで、プロジェクトの施工が順調に行われ、かつ必

要な配水本管の施工も完了するので計画年 2015年には各家庭への繋ぎ込みも完了して、目標の

給水率は達成できるものと考えられる。 
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プロジェクトによる管材調達範囲
（一部施工）

ケニア側材工実施

日本側材料調
達

 
図3-16 日本側管材調達区間とケニア側材工実施区間 

 

3-4 プロジェクトの運営維持管理計画 

 (1) 運営・維持管理体制 

現在の EWASCOの運営・維持管理は総員 77名であり、主として配管網の維持管理に関し維持

管理課として課長以下 27人、水処理に関して主任以下 15人が従事している。 維持管理課に関し

ては配管工が 15人、普通作業員が７人で合計 22人は完全な現業職になっており、これは、「ケ」

国のエンブ市周辺では、水道の配管工事を行うような民間企業が育っていないことがそのような

人員構成となっている理由である。水処理課ではカンガル浄水場の７系統の円形浄水施設の運転

とムカング浄水場の運転管理（現状では薬品沈殿のみ）での運転員がそれぞれ 8人と 7人となっ

ている。 
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本プロジェクト実施により、施設能力が現在の約12,000m3/日から21,000m3/日へ増強され、また

現在7,972戸（’09.9月現在）に留まっている給水接続（支払いを行っている戸数）が、2015年には

39,900戸程度（計画人口167,913/4.2人･戸＝)に増大する見込みである。浄水場の運転については、

管理のレベルを同一とすると、カンガル浄水場が廃止されてムカング浄水場に一本化されること

で、管理の手間としてはカンガルの多数の非効率な施設を運営することを考慮すると同程度と考

えられる。しかし、現状のカンガル、ムカング共に適切な管理がなされているとは言えず、ムカ

ング浄水場では既往の体制を一新する必要があると考えられる。 料金請求・徴収事務について

は、コンピュータ化されているが、現状のように消費者が窓口で支払うシステムでは、早晩行き

詰まることはEWASCOも認識しており、銀行振り込みに切り替えて窓口業務の軽減を考慮中であ

る。これらの事業の運営・維持管理体制について、現況、及びメルー市の実績を参考に以下のよ

うに提案する。目標年次の要員総数は102名となり、その組織は図3-17に示すとおりである。 

これは、1）銀行振り込み等による集金業務の効率化による会計課のむやみな人員増は避ける、

2) 配水係ついては水需要の逼迫するガチョカ郡へ配水管の延伸を積極的に行い、平行して漏水

率減少のための配水管の改善を行うため、民間企業の活用を考えつつもある程度に人員補強を行

う、3)カンガル浄水場の人員を可能な限りムカング浄水場に配置移転する、等の工夫で極端な人

員増を防止する。以上のようにして、計画年度の人員を102人（現在より約10人増）とする。 

管理者

総務･財務部長 監査

人事課5人
会計課10人
営業課10人
通信課2人
購買課2人
総務1人
計　　29人

技術部長

維持管理次長

浄水場長

水質係4人
設備係4人
運転係5人
配水場係5人
計18人

配水課長

水道配水係35人
下水道係8人
計　　　43人

計画次長

計画課4人

 
図 3-16 目標年次における組織体制（案） 

 

(2) 建設着工時から目標年次までの年次毎要員数 

上記の要員について、建設開始時から目標年次までの職務分担毎の増員・配置を表3-37のよう

に提案する。 

すなわち、建設開始（2011年1月を予定）までに技術担当管理職者を１名配置して建設時の管理・

調整に備える。また完成時（2012年12月を予定）には、浄水場施設運転要員の増員を行う。 
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表 3-37 建設開始から目標年次までの要員数 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 
職務分担/年度 

現在   建設開始   
施設完成･運

転開始 
  目標年次 

管理職者 14 14 15 15 15 15 15 
総務・財務部門 19 19 19 19 19 19 23 
浄水部門 7 7 7 7 16 16 18 
配水部門 30 30 30 30 30 30 35 
下水部門 6 6 6 6 6 6 8 
計画部門 1 1 1 1 1 1 3 
合計 77 77 78 78 87 87 102 

（給水接続計画） 

実給水戸数 7,972  8,210 8,460 8,710 31,920  35,910  39,900 
メーター設置数 7,972  8,210 8,460 8,710 31,920  35,910  39,900 
有収水量 (m3/日) 4,500  4,730 4,970 5,220 12,600  14,180  15,750 

 

 

3-5 プロジェクトの概算事業費  

 3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に必要となる事業費総額は約 25.77億円（予

備費含む）で、先に述べた日本国と「ケ」国との工事負担区分に基づく双方の費用内訳は、下記

の(3)に示す積算条件に基づいて以下のように見積もられる。但し、この額は交換公文上の供与限

度額を示すものではない。 

 

(1) 日本側負担費用 

概算総事業費     約 26.02億円 

 

表 3-38 日本側負担費用 

費目 概算事業費（億円） 

施設 

既設取水施設の改修工事 
新設浄水場の建設工事 
新設配水池の建設工事 
導・送・配水管の敷設工事 

18.38 

実施設計・施工監理・ソフトコンポーネント 2.42 
機材調達 2.44 
予備費 2.78 
計） 26.22 
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(2) ケ二ア国側負担経費  

表 3-39 ケニア側負担工事 

番号 項目 内訳 数量 単位
単価 

(千 Kshs)

金額 

(千 Kshs) 
金額(千円)

門扉；２箇所 1 式   200 246

フェンス 250 m 1.5 375 461

進入道路整備 100 〃 20.0 2,000 2,456
1 
ムカング浄水場

外構等 

排水管 400 〃 2.5 1,000 1,228

既存施設取り壊し 1 式   1,000 1,228
2 カンガル配水場 

フェンス修復等 1 〃   200 246

ムカング浄水場 1 〃   150 184
3 電力引込み工事 

カンガル配水場 1 〃   150 184

径 355-220mm 26,200 m 0.6 15,720 19,304

径 160mm 以下 34,100 〃 0.55 18,755 23,0314 配水管敷設工事 

調圧槽 15 箇所 500.0 7,500 9,210

5 配水管延長工事 径 225mm 以下 152,800 m 1.3 198,640 243,930

6 配管土地専用 配管敷設部土地専用 1 ha 2,500.0 2,500 3,070

7 工事用借地 工事事務所・資材置場 1 ha 1,250.0 1,250 1,535

8 銀行手数料 総事業費の 0.05%+20 千円 1 式   1,076 1,321

  合計        250,516 307,633

 

 (3) 積算条件 

為替交換レート  

  円／US$  １US＄＝  91.09円 ４月閣議用レート 

  円／現地通貨  １Kshs ＝  1.228円 平成 21年 10月 (6月～10月の平均値) 

 

  

 3-5-2 運営・維持管理費 

(1) 運営・維持管理費  

本計画における事業の運営・維持管理費（減価償却費を除く）は、従来の費目に加え、浄水場

のスラッジ処分費、通信費、及び料金請求/会計システムの維持管理費が新たに必要となる。目標

年次における運営・維持管理費の試算にあたっては、近年の実績を元に物価上昇を毎年 10%とし

た。 

また、EWASCOでは下水道の拡張（WBからの借款による）を計画しており、さらに高い無収

水率の改善の取り組むためには、管の更新補修の努力を倍加させることが必要である。下水道の

拡張については、その投資について EWASCOはWBを通じたローン（年利 14%）で 200,000千

Kshsを借り、10年で返済する予定であるので年間の返済額は以下となる。 

200,000千 Kshs×{(1+0.14)^10×0.14}/{(1+0.14)^10-1}÷10＝38,343千 Kshs 

これらを考慮すれば、目標年次の運営・維持管理費は表 3-40のように試算され、現在実績値の

82.4百万 Kshs/年から 254百万 Kshs/年へ大幅に増大するものと予測される。 
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表 3-40 本計画実施に伴う運営・維持管理費 

維持管理費（Kshs/年） 
項 目 計 算 

事業実施 2008/9年実績

人件費 
・総数 102人 
34,700 Kshs/人・月×12ヵ月×102人＝45,778千 Kshs/年 

45,778千 32,047,729

薬品費 

・硫酸バンド（平均注入率 25ppm） 
38 Kshs/kg×22千 m3/日×25kg/千 m3×365日＝7,628千
Kshs/年 
・ソーダ灰（平均注入率 10ppm） 
20 Kshs/kg×22千 m3/日×10kg/日×365日＝1,606千 Kshs/
年 
・さらし粉（平均注入率：有効塩素として 1ppm） 
160 Kshs/kg×22千 m3/日×1/0.6kg/日×365日＝2,141千
Kshs/年 

11,376千 2,074,686

電力費 

・ﾑｶﾝｸﾞ浄水場は水力発電機運転のため基本料金のみ 
基本料金：16,054Kshs/月×12ヵ月＝193千 Kshs/年 
・ｶﾝｶﾞﾙ配水場 
基本料金：16,054Kshs/月×12ヵ月＝193千 Kshs/年 
電力料金：17,616 Kshs/月×12ヵ月＝211千 Kshs/年 

597千 0

通信費 
1日 60回（1分以内、30分 1回自動送信、12回確認受信）
60回×5 Kshs＝300Kshs/日 
300 Kshs/日×365日＝110千 Kshs/年 

110千 0

スラッジ運搬処

分費 

・乾燥スラッジ発生量：0.328tDS/日/0.4(含水率 60％)×365
日/年 =300 ﾄﾝ/年 
300 ﾄﾝ/年×2,000 Kshs/ﾄﾝ＝600,000Kshs/年   

600千 0

補修費 
漏水防止工事、管路延伸のため現在の修理費の 3倍と仮定
5,130,492Kshs/年×3= 15,391 Kshs/年 

15,391千 5,130,492

その他費用 47,988,224Kshs/年 47,988千 47,988,224
2009年計  121,840千 87,241,131
2015年度計 ×(1.10)6＝×1.7716（10%のインフレ率で６年間） 215,847千 
下水道借款返済  38,343千 
2015年総計  254,190千 

 

(2) 料金収入試算 

料金収入については、目標年次における給水量、及び給水件数から以下に示すように271,604 千

Kshsと試算される。 

・ 給水量：15,750 m3/日 （計画配水量21,000m3/日の内、損失水量25%分を除く） 

・ 給水人口：167,500人 （1世帯あたり4.2人） 

・ 給水戸数：39,900件（高中所得者層 2,100件、低所得者層 4,400件） 

記録から年間上下水道（’08-‘09年）収入は89,294千Kshs/年 

下水道接続数は水道契約者7,912口の内1,787口が下水道に接続し、これらの契約者は1.5倍

の料金を徴収されている。また年間有収水量（’08-‘09年）は1,667,126m3/年。従って、水道料

金収入と、m3当たりの水道料金は以下で計算される。 

7,912/(1,787×1.5+(7,912-1,787))×89,294千 Kshs＝80,233千Kshs 

80,233千 Kshs/1,667,126＝48 Kshs/m3 
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しかし、現在の契約者は市内居住者で比較的使用量が多い消費者であり、今後新規に給水

を受ける需要者は比較的一口当たりの使用量は少ないものと考えられる。また、EWASCOは

逓増性料金体系（使用量が多いほど水量当たりの単価は高い）を取っているので、将来の単

位水量当たりの単価は10%減少するものとして、計画年度の料金収入を計算する。 

15,750m3/日×48Kshs/m3×(1-0.1)×365日/年＝248,346千Kshs/年 

また、下水道についても、拡張により現在の接続口数が現在の1,787口から2,800口増えるこ

とを想定しているので、この場合の計画年度の下水道料金は以下となる。 

(89,294-80,233)千Kshs×(1,787+2,800)/1,787＝23,258千Kshs 

 

料金収入がEWASCOの収入の大部分を占めるので（08/09年では97%）、他の収入を無視す

るとEWASCOの計画年度の総収入は以下となる。 

220,752+23,258千Kshs＝271,604千Kshs 

 

以上の収入計画に基づいて、2015年までの収支計画を策定すると表3-41の通りであり、2012

年下水道投資の返済が始まると一次的に赤字になるが、上水道の有収水量の増加に伴って黒字

に転ずる。図3-17は、本計画が2015年を計画年として、その水需要に合わせているためそれ以

降2020年まで、給水量が一定として収支を見たものである。年間のインフレ率を10％と大きく

取っているため、収支は当然急激に悪化し値上げが必要になる。また、実際には人口増加があ

るわけであるため給水量が一定ということはあり得ず、2015年以降の浄水施設の増強が必要に

なってくる。 

表 3-41 本計画に基づく収支予測 

項目/年 2008/09 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

料金収入（千Kshs/年） 89,294 93,849 98,560 106,971 201,160 223,511 271,604 271,604 271,604 271,604 271,604 271,604
必要経費（千Kshs/年） 87,241 91,603 96,183 139,335 209,870 228,929 250,105 271,281 294,575 320,198 348,384 379,388
収支（料金-経費)（千Kshs/年） 2,053 2,246 2,377 -32,364 -8,710 -5,418 21,499 323 -22,971 -48,594 -76,780 -107,784

上水料金収入（千Kshs/年） 80,233 84,324 88,559 92,939 201,160 223,511 248,346 248,346 248,346 248,346 248,346 248,346

下水料金収入（千Kshs/年） 9,071 9,525 10,001 14,032 18,063 22,095 23,258 23,258 23,258 23,258 23,258 23,258

下水借款返済（千Kshs/年） 0 0 0 38,343 38,343 38,343 38,343 38,343 38,343 38,343 38,343 38,343

有収水量（千m3/年) 1,667 1,752 1,840 1,931 4,599 5,176 5,749 5,749 5,749 5,749 5,749 5,749  
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図 3-17 本計画による料金収入と必要経費の比較 

 

EWASCOでは水道接続家庭100%にメーターが取り付けられている。 

これらの水道料金は社会条件調査の結果（表3-42）からエンブ、ネンブレ、ガチョカの３地域

では、現状の水道への支払い額程度の支払い意志はもっており、とりわけ水事情の悪いガチョカ

郡では高い料金を支払い相応して、高い支払い意志をもっている。同地区では、他に水源がない

ため使用の用途は灌漑、家畜への給水も含まれており、このことがガチョカ郡の水道料金が高い

原因となっている。また同地区の、未接続家庭は非常に高い水道接続の意欲を持っており、特に

家庭までEWASCOが水道管を引き込まなくても自ら、工事をして引き込むことも多いそうである。 

表 3-42 社会条件調査結果（個人住宅の場合） 

地 区 エンブ ネンブレ ガチョカ 
サンプル数 90 50 120 

（内水道利用者数） (102) (32) (36) 
平均収入 10,400 Kshs/月 15,400 Kshs/月 9,000 Kshs/月 
支払い意思額

(WTP) 325 Kshs/月 382 Kshs/月 1,304 Kshs/月 

 

 

(3) 施設更新時期 

施設更新の時期は，「ケ」国の基準による耐用年数からは以下のように規定されている。 

・躯体：30年 
・配管：30年 
・機械電気設備：10年 
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3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項  

 3-6-1 ムカング浄水場１系の能力 

ムカング浄水場１系は、本事業で新設される 2系施設と合わせて 21,000m3/日の処理能力を持つ

ことが必要であるため、その能力である 10,000m3/日の浄水能力を発揮することが必須である。 

しかし、ろ過池の洗浄機構に問題があると考えられるので、必要に応じて改修が必要である。

この点は、EWASCOは 2010年の１～2月の乾季に必要な改修をすることを約束しているが、今後

経過を見守っていることが必要である。 

   

 3-6-2 配水管の敷設 

本事業において、60.3kmに相当する配水管資材を EWASCOに供与する予定である。EWASCO

は「ケ」国政府の資金を用いて、この敷設工事を実施する予定である。工事には配管工事のみな

らず、圧力調整槽の建設も含まれるが、EWASCOはこの工事を本事業の工事が行われる期間中に

終わらせる必要がある。さらに、計画年度において給水率 87%を達成するためには、供与した管

材のみの施工では無理であり、ケニア側資金による材工を含めた配水管の延長（EWASCO提示

152.8km）が必要である。EWASCOは過去、１ヶ月で 10km以上の配水管施工を実施したというこ

とで、実質 2年以内での施工完了に自信を見せているが、この点は更なるフォローが必要である。 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     4．プロジェクトの妥当性の検証 
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第4章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

本プロジェクトの実施により、エンブ市の給水事業、及び住民に対し次表に示す効果をもたら

すことが期待される。 

表 4-1 本計画実施による効果 

現状と問題点 本計画での対策 本計画実施による効果 
A：直接効果 

・ 水需要に対し供給能力が
極端に不足している。 
・ 現在、対象地域人口の

41%にしか給水にアクセ
スできない 
・ 建設中の浄水施設を使っ
て塩素注入のみで給水し
ているが、濁度が高く水
質に問題がある 
・ 水因性疾病の発生件数が
高い。 

・ 新たに浄水場を建設し、既存
施設の給水能力を現在の公称
10,000m3/日から 21,000m3/日
に増強 
・ 新たな配水池の建設（3000m3

をムカング WTP に、6000m3

をカンガル配水場に設置） 
・ 10.8km の配水管の敷設及び
残り 60.3km の給水管の資材
提供 
 

・ 浄水施設能力が 21,000m3/日に増
強される。 
・ 給水量の増加に伴い遠隔地への
給水が可能となる。 
・ 168,000人に給水可能となる（対
人口比： 41%→87%） 
・ 安全な水を常時供給することで
水因性病気の罹患率の減少
（下痢、マラリア、住血吸中、
寄生虫、腸チフス） 

・ 既存の給水システムでは
ムカング、カンガル両浄
水場からの給水網が住民
数に合わせたバランスの
とれた給水を行うシステ
ムになっていない 
・ 遠隔地ではヘッド差が大
きく、また給水管が古い
ため漏水率も高い。 
・ 適正な水質管理がなされ
ていない。 

 

・ 給配水システム増強のため配
水池、配水管材の調達、一部
の敷設 
・ また、給水網を配水池の容量、
標高に合わせてブロック化 
・ ローカルポーションによる調
達管材の敷設、配水管の延伸
・ 浄水場における水質管理を改
善 
・ ソフトコンポーネントによる
施設の運転・維持管理を支援

・ 全体的に合理的な配水が可能と
なり、安定給水が確保できる 
・ 改修工事の進捗に伴い遠隔地で
の漏水率が低下する 
・ 給水水質が向上する。 

 
 

・ 水道メーターの正確さに
疑問がある上、目詰まり
も散見され適切な料金徴
収がなされているか疑問
がある。 
・ 無収水率が高く改善が求
められる。 
・ 今後のシステム改善に向
けたデータ収集がなされ
ていない。 

・ 水道メーター検定器を調達す
る。 
・ EWASCOも対象に含まれる
技術協力プロジェクト事業
「無収水管理プロジェクト」
において、現状の問題点の把
握及び無収水削減に向けた基
準が確立される。 

 
 

・ 給水量の増加にともない料金収
入が増大する。 
・ 無収水の減少、メーター設置の
促進により適切な料金請求がで
き事業経営が安定する 
・ 適切なデータ収集により、シス
テムの改善箇所が明確化される
とともに、将来の改善計画作成
のためのデータが整理出来る 
 

B：間接効果 
・ 安全で衛生的な飲料水の
供給が確保されていな
い、あるいは不足してい
るため、水因性疾病の発
生件数が高い。 

 

― ・ 安全で衛生的な飲料水が安定的
に供給されることにより、水因
性疾患(下痢、コレラ等)発生件数
の減少に寄与する。 

・ 水運搬労働が特に女性や
児童の大きな負担となっ
ている。 

― ・ 戸別栓による給水が可能にな
り、女性や児童の大きな負担と
なっている水運搬労働が軽減さ
れる。 
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4-2 課題・提言  

本計画の目標を達成し、その効果を最大限に発現させるためには「ケ」国側が以下の措置に主

体的に取り組むことが強く求められる。 

 4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言  

(1) 本計画実施前 

・ 「ケ」国側負担事業（浄水場用地取得、浄水場および配水池用地周辺の外柵・進入道路

整備工事、電力引込み工事、調達配管材の設置、独自予算によるガチョカ郡の配水管延

長工事他）について予算を確保し、プロジェクトの実施工程に合わせ適宜支出する。 

・ プロジェクトチームの編成、要員増強、このため必要な予算を確保し要員の配置を行う

（本活動は計画実施中、実施後に亘り実施する必要がある）。 

・ プロジェクト施設の建設に係る「ケ」国内における必要な許認可については、適宜取得

し、プロジェクトの実施計画に影響を及ぼさないよう事前準備を図る。 

(2) 本計画実施中 

・ 実施設計の段階からプロジェクトチームを組織して、内容の理解、技術の習得に努める。 

・ ソフトコンポーネントに積極的に参加し、習得した技術を事業の適切な運営・管理のた

めに十分に活用する。 

・ 「ケ」国側負担事業（外柵・進入道路整備工事、電力引込み工事、調達配管材の設置、

独自予算によるガチョカ郡の配水管延長工事他）を適切に実施する。 

(3) 本計画実施後 

・ 計画目標年次 2015 年までに、プロジェクト期間中に完成された配水管に対して、「ケ」

国側負担により計画的に給水管接続工事、水道メーター設置工事を行なう 

・ 事業の運営に必要な水道料金を適切に徴収する。 

・ ムカング浄水場余剰電力の有効利用 

 

 4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携  

現在、「ケ」国政府より無収水削減に係る技術協力プロジェクトが要請されているため、本プロ

ジェクトの効果をさらに確実なものとするためには、実施機関の TWSBが協力対象に含まれるこ

とが望ましいと考える。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは以下の点により、我が国の無償資金協力による協力対象事業として実施する

ことが妥当と判断される。 

・ プロジェクトの裨益対象はエンブ市及びその周辺地域住民であり、裨益人口が約 168,000
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人と多数である。 

・ 給水施設の整備により、飲料水の供給が大きく改善するものであり、BHN に合致すると

ともに緊急性が求められているプロジェクトである。 

・ 協力対象となる施設は、現地で実施されているシステムと同種・同方式であり、技術的

な問題はなく、また調達機材は対象地域の目標給水率達成のために必須のものである。 

・ 本プロジェクトは、その運営維持管理に必要な経費を水道料金によって賄うものであり、

過度の収益性には当たらない。 

・ 水頭差を利用したムカング浄水場のマイクロ水力発電による発生電力は、非常用電源の

みならず浄水場の使用電力を賄うと共に、その余剰電力は周辺住民に安定した電力を供

給することで、地域の生活面での安定に寄与できる可能性がある。 

・ 本プロジェクトは、建設工事、その後の運転において環境に与える負の影響はほとんど

ない。 

・ 本プロジェクトは「ケ」国の当該セクターに係る開発計画の目標達成に資する。 

・ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の問題なくプロジェクトの実施が可能である。 

 

4-4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に広く住民の BHNの向上に寄

与するものであることから、我が国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。 

本プロジェクトの運営・維持管理については、現状では相手国側体制は要員の質および量にお

いては必ずしも十分ではないが、不足している部分は「ケ」国側の人員・予算手当ての努力およ

び本プロジェクトにて実施するソフトコンポーネントにより対応可能と判断できる。 

なお、本プロジェクトをより効果的、効率的に実施・運営するため、次の点について先方政府

の主体的な取り組みが求められるため以下に提言する。 

・ 「ケ」国側負担分事業費の確保。 

・ 事業実施に必要な諸手続きに係る「ケ」国関係機関の調整促進。 

・ 要員の訓練計画への参加と能力向上の励行。 

・ 本計画にて調達される給水管材料の計画的据付、および新規給水接続の促進。 

・ 適正な水道料金の徴収。 
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資料１．調査団員氏名、所属 

第１回現地 基本設計調査  

団員名 分野 所属 

山本 敬子 総括 JICA 国際協力専門員 

井上 陽一 計画管理 JICAケニア事務所員 

松岡 慶二 業務主任／/上水道計画／環境
社会配慮 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 

藤原 広輝 浄水施設設計／運営維持管理

計画 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 

宝 茂 取水施設計画 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ（補強）

ナディカ・アクワッタ 管路設計 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ（補強）

三浦 輝 電気設備 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 

中村 一彦 施工計画/積算 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 

  

 

第２回現地 DFR 報告  

団員名 分野 所属 

河澄 恭輔 総括 JICA ケニア事務所副所長 

井上 陽一 計画管理 JICAケニア事務所員 

松岡 慶二 業務主任／/上水道計画／環境
社会配慮 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 

中村 一彦 施工計画/積算 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ 
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資料 2. 調査工程 

第１回現地 基本設計調査 

総括 計画管理
業務主任／/上水道計画／環
境社会配慮

浄水施設設計／運営維
持管理計画

取水施設計画 管路設計 電気設備 施工計画/積算

1 9/13 日 関空発23:15→ドバイ着 関空発23:15→ドバイ着 コロンボ発→ナイロビ着 関空発23:15→ドバイ着

2 9/14 月
JICA事務所打ち合
わせ

ドバイ発→ナイロビ着JICA事
務所打ち合わせ

ドバイ発→ナイロビ着JICA事
務所打ち合わせ

担当分野調査
ドバイ発→ナイロビ着JICA事
務所打ち合わせ

3 9/15 火
ナイロビ→ニエリ→
エンブTANA Water
Board 打ち合わせ

ナイロビ→ニエリ→エンブ
TANA Water Board 打ち合わ

せ

ナイロビ→ニエリ→エンブ
TANA Water Board 打ち合わ

せ

ナイロビ→ニエリ→エンブ
TANA Water Board 打ち
合わせ

ナイロビ→ニエリ→エンブ
TANA Water Board 打ち合わ

せ

4 9/16 水 現場踏査 現場踏査 現場踏査 現場踏査 現場踏査

5 9/17 木 担当分野調査 担当分野調査 担当分野調査 担当分野調査

6 9/18 金 同　上 同　上 同　上 同　上

7 9/19 土 同　上 同　上 同　上 同　上

8 9/20 日 団内ミーティング 団内ミーティング 団内ミーティング 団内ミーティング

9 9/21 月 担当分野調査 担当分野調査 担当分野調査 担当分野調査

10 9/22 火 同　上 移動（関空→ドバイ） 同　上 同　上 同　上

11 9/23 水 同　上
移動（ドバイ→ナイロビ
→エンブ）

同　上 同　上 同　上

12 9/24 木 団内ミーティング 団内ミーティング 団内ミーティング 団内ミーティング 団内ミーティング

13 9/25 金 担当分野調査

14 1 9/26 土 関空発23:15→ドバイ着 同　上

15 2 9/27 日
ドバイ発→ナイロビ
着JICA事務所打ち合

JICA事務所打ち合わせ 同　上

16 3 9/28 月 同　上

17 4 9/29 火
EWASCO訪問、現場
踏査・打ち合わせ

団内ミーティング 終日：現場踏査/打ち合わせ 同　上

18 5 9/30 水 同　上

19 6 10/1 木 同　上

20 7 10/2 金
AM　ミニッツ署名
PMナイロビ→ドバイ

AM　ミニッツ署名 AM　ミニッツ署名　PMエンブ 同　上

21 8 10/3 土 ドバイ→関空 移動（関空→ドバイ） 団内ミーティング

22 10/4 日
移動（ドバイ→ナイロ
ビ→エンブ）

担当分野調査

23 10/5 月

24 10/6 火

25 10/7 水

26 10/8 木

27 10/9 金

28 10/10 土

29 10/11 日

30 10/12 月

31 10/13 火

32 10/14 水

33 10/15 木

34 10/16 金

35 10/17 土

36 10/18 日

37 10/19 月

38 10/20 火 同　上 ナイロビ→ドバイ

39 10/21 水 同　上 ドバイ→関空

40 10/22 木 同　上

41 10/23 金 同　上

42 10/24 土 団内ミーティング

43 10/25 日 担当分野調査

44 10/26 月 同　上

45 10/27 火 同　上

46 10/28 水 同　上

47 10/29 木 同　上

48 10/30 金 団内ミーティング

49 10/31 土
AM:JICA事務所報告
PM：ナイロビ→ドバイ

AM:JICA事務所報告
PM：ナイロビ→ドバイ

AM:JICA事務所報告

50 11/1 日 ドバイ→関空 ドバイ→関空 ナイロビ発→コロンボ着

工程

水灌漑省訪問／エンブ移動

担当分野調査

同　上

同　上

同　上

コンサルタント団員JICA団員
日程 曜日

団内ミーティング

担当分野調査

団内ミーティング

団内ミーティング

担当分野調査

同　上

同　上

担当分野調査

同　上

同　上

同　上

団内ミーティング

同　上

団内ミーティング

担当分野調査

同　上

MD打ち合わせ

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

団内ミーティング

担当分野調査

担当分野調査

団内ミーティング

団内ミーティング

ドバイ→関空

AM:JICA事務所報告　PM：ナイロビ→ドバイ

AM移動　PM水灌漑省打ち合わせ

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

 

第２回現地 DFR 説明 

JICA コンサルタント 
日順 月日 曜日 行動 

河澄団長 井上 松岡 中村 

1 2 月 10 日 水 移動（日本－ドバイ）     ○ ○ 

2 2 月 11 日 木 移動（ドバイ-ナイロビ)     ○ ○ 

3 2 月 12 日 金 EWASCO 訪問・現地で設計内容説明     ○ ○ 

4 2 月 13 日 土 TWSB 及び EWASCO に DFR 内容説明     ○ ○ 

5 2 月 14 日 日 移動     ○ ○ 

6 2 月 15 日 月 JICA・日本大使館、MoWI 訪問及び DFR 説明会   ○ ○ ○ 

7 2 月 16 日 火 MD 協議   ○ ○ ○ 

8 2 月 17 日 水 MD サイン、日本大使館報告 ○ ○ ○ ○ 

9 2 月 18 日 木 移動（ナイロビ-ドバイ)     ○ ○ 

10 2 月 19 日 金 移動（ドバイ-日本）     ○ ○ 
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資料 3.関係者（面会者）リスト 

第１回現地 基本設計調査 

所属 氏名 職位 備考 

Eng. David Stower, CBS Permanent Secretary  
Eng. Peter O. Mangiti Deputy Director,  

水・灌漑省  
Ministry of Water and 
Irrigation (MoWI) Eng. I. G. Kimani Desk Officer (JICA)  

Eng. Moses M. Naivasha Chief Exective Officer  
Mr. T. W. Kibaki Planning and Strategy 

Manager 
 

Eng. Philip Gichuki Technical Manager  
Mr. Peter Gichnaga Internal Audit Manager  

タナ水サービス委員会 
Tana Water Services 
Board (TWSB) 

Nicholas Kanyeve Finance Manager  
Eng. H.M. Karugendo Managing Director  

Mr. Michael Kiio Ireri Technical Manager  
Mr. John Njeru Njagi Finance and dministration 

Manager 
 

Ms. Mary W. Mugwira Human resource manager  

エンブ市上下水道公社 
Embu Water and 
Sanitation Company 
(EWASCO) 

Mr. Francis Murathi Nguru GIS Manager  
Mr. Stanley Mbae General Manager  メルー市上下水道公社 

Meru Water and 
Sewerage Service 
(MEWASS) 

Mr. George N. Karanja Technical Manager  

在ケニア日本大使館 大仲 幸作 二等書記官  
高橋 嘉行 所長  
河澄 恭輔 次長  
井上 陽一 所員  

JICAケニア事務所 
 

Mr. John N. Ngugi Senior Program Officer  
 

第２回現地 DFR 説明 

所属 氏名 職位 備考 

Eng. David Stower, CBS Permanent Secretary  
Eng. Peter O. Mangiti Deputy Director,  

水・灌漑省  
Ministry of Water and 
Irrigation (MoWI) Eng. I. G. Kimani Desk Officer (JICA)  

Mr. T. W. Kibaki Planning and Strategy 
Manager 

 タナ水サービス委員会 
Tana Water Services 

Board (TWSB) Eng. Philip Gichuki Technical Manager  
Eng. H.M. Karugendo Managing Director  

Mr. Michael Kiio Ireri Technical Manager  
Mr. John Njeru Njagi Finance and dministration 

Manager 
 

Ms. Mary W. Mugwira Human resource manager  

エンブ市上下水道公社 
Embu Water and 
Sanitation Company 
(EWASCO) 

Mr. Francis Murathi Nguru GIS Manager  
在ケニア日本大使館 大仲 幸作 二等書記官  

高橋 嘉行 所長  
河澄 恭輔 次長  
井上 陽一 所員  

JICAケニア事務所 
 

Mr. John N. Ngugi Senior Program Officer  
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資料 4. 討議議事録（MD） 

第１回現地調査
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資料 5．事業事前計画表（準備調査時）  

１．案件名 
 
  エンブ市及び周辺地域給水システム改善計画 
 
２．要請の背景 

「ケ」国は「Kenya VISION 2030 First Medium Term Plan(2008-2012)」により多岐にわたる分野に
おいて具体的数値目標を掲げている。上下水道分野においては不足する水需要を改善するためのプ

ロジェクトを実行することを示し、施設改修から森林保全までの広範囲に及び、水の必要性につい

て国家的な取り組みを行う姿勢が見られる。また、「国家水資源管理戦略 (National Water 

Resources Management Strategy 2007-2009)：以下 NWRMS」では、飲料水、生産に要する水の供

給を通して貧困の撲滅を目標として、水資源への公平なアクセスと持続可能、かつ効率的な水利用

を基本的な目的とした施策を掲げている。 

エンブ市は、首都ナイロビにも近く「ケ」国東部州の中心都市であり、浄水施設改善計画におい

ても重点都市とされている。その給水事業は、タナ水委員会（Tana Water Services Board：以下 TWSB）
との契約に基づき、エンブ水道サービス会社（Embu Water and Sanitation Company：以下 EWASCO）
が運営管理している。EWASCOの給水区域は、面積 900km2以上に及ぶ広大な地域であり、同給水
区域の人口は約 17 万人(2009 年)である。しかしながら、現在の給水人口は、幹線道路沿いの一部

の約 6.9 万人（41％）にとどまっている。さらに，この地域の水源は小規模であり，特に乾季には

生活用水を得るために数時間を費やす家庭も多い。これらの低い給水率の原因は、既存浄水施設の

能力不足や配水管網の未整備、40 年以上前に建設された配水管網の老朽化等である。給水の受け

られない住民は、生活用水を不衛生な小川や雨天後の水溜り等に頼っており、水因性疾患の流行の

一因となっている。さらには、地方からの流入により人口は拡大傾向にあり、安全な水の供給は緊

急の課題となっている。 

かかる状況から、「ケ」国は 2006 年 6 月に我が国に対しエンブ市における上下水道施設の整備の

ための無償資金協力の要請をした。この要請を受けて、2008 年 8 月に予備調査団を派遣し、以下

の三点及び現地の実施体制等が明確になった。 

① プロジェクトの対象を上水道整備に絞ること 
② 計画対象年次を 2015 年とすること 
③ 同年の裨益人口に見合った適切な施設規模及び概略の施設計画とすること 
一方で、施設規模の変更による追加用地の取得、取水堰の位置決定等が課題として残されたほか、

事業費が当初要請額を大幅に上回る見込みであること等が明らかになった。 

 これより、予備調査における課題について詳細な調査を行い、無償資金協力として適切な基本設

計と事業計画を策定するために準備調査を実施するものである。 

 
３．プロジェクト全体計画概要 
 
(1) プロジェクト全体計画の目標 
 ① エンブ市及びその周辺地域のプロジェクト対象地域において給水量が増加し、住民に安全な
水が安定的に供給される。 

② 本プロジェクトの裨益人口はエンブ市及びその周辺地域の住民 168,000人(2015年)である。 
 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
 ① 上水道施設が整備される。 
  
(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
 ① ルピンガジ川を水源とする取水から導水、浄水、送配水に至る一連の上水道施設を整備する。
② 配水管機材、水質試験用機材、維持管理用機材を調達する。 
③ 浄水施設の運転管理に係わる技術指導を実施する。 
④ 浄水場の水質管理に係わる技術指導を実施する。 
 

(4) 投入（インプット） 
 ア 日本側：無償資金協力 24.5億円 
 イ 相手国側： 
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  （ア）必要な人員               102人 
  （イ）ムカング浄水場外構等            3.6百万 Kshs 1Kshs＝1.228円） 
（ウ）カンガル配水場取り壊し等          1.2百万 Kshs 
（エ）電力引き込み工事                0.3百万 Kshs  
（オ）供与配水管材敷設工事            42.0百万 Kshs  
（カ）配水管延伸工事              198.6百万 Kshs  
（キ）土地専用・借用費              3.7百万 Kshs 

      （ク）銀行手数料                 1.1百万 Kshs  
  合計                                        250.5百万 Kshs  

(5) 実施体制 
 実施機関：エンブ水道サービス会社（EWASCO） 
 主管官庁：水･灌漑省(MoWI) 
 
４．無償資金協力案件の内容 
 
（１）サイト 
ケニア国エンブ市及び周辺地域 
 

（２）概要 
 施設 
  ① 取水堰の改修  取水堰・流入口利用、細目スクリーン設置、余水吐新設、沈砂池新設 
② 導水管の敷設  口径 500mm×延長約 5.9 km（ダクタイル鋳鉄管） 
  ③ 浄水場の建設  計画浄水量 11,000m3/日 

分配槽、着水井、混和池及びフロック形成池、沈澱池、急速ろ過池、逆 
洗高架水槽、逆洗排水槽、スラッジラグーン、薬品設備及び水力発電設 
備、電気・操作棟、塩素注入室、揚水ポンプ室、場内配管、場内整備、 
機械設備、電気設備 

④ 送水管の敷設  口径 315mm×5.2km（uPVC管） 
  ⑤ 配水池の建設  地上型 6,000m3×1池（カンガル配水場内） 

地上型 3,000m3×1池（ムカング浄水場内） 
  ⑥ 配水管の敷設  一次配水管：口径 400～250mm、延長 10.8km 

（ダクタイル鋳鉄管及び uPVC管） 
 
 機材調達 
① 1次配水管 ：口径 225～355mm、延長 26.2km 

：口径 63～160mm、 延長 34.1km 
材質は uPVC管、ただし一部配管はダクタイル鋳鉄管とする。 
配管付属品：流量計（2台）、異型管、仕切弁、空気弁、泥吐き弁等 
圧力調整槽（｢ケ｣国側施工）：フロート弁、その他弁類 

  ② 水道メーター検定装置 1式 
  ③ 水質試験機材     pH・濁度・残留塩素計、ジャーテスター、作業台、電子天秤、 

分光光度計、オートクレーブ、インキュベータ、冷蔵庫、純水装置、乾
燥機、コロニーカウンター等 1式 

  ④ 3トン積みトラック  1台 
 
 ソフトコンポーネント 
① EWASCO技術担当職員を対象に浄水施設の運転管理に係わる技術指導 
② EWASCO技術担当職員を対象に浄水場の水質管理に係わる技術指導 
 
（３）相手国側負担事項  
①ムカング浄水場外溝等（門扉、フェンス、進入道路、排水管等の設置） 
②カンガル配水場（既設施設取壊し、フェンス修復等） 
③電力引込み工事（ムカング浄水場、カンガル配水場） 
④配水管敷設工事 
⑤配水管延長工事 

 
（４）概算事業費 
  概算事業費： 29.1億円   （無償資金協力：26.0億円、 ケニア国負担：3.1億円） 
 
（５）工期 
  詳細設計・入札期間を含め約 31ヶ月（予定）  
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（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
  特になし 
 
５．外部要因リスク 
 
・極端な渇水の発生 
・「ケ」国及び周辺地区の経済状況の極端な悪化 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 
 
・ 本プロジェクトの実施機関である EWASCOを統括する TWSBは、傘下のメルー市、ニエ
リ市において我が国を含めた海外ドナーによる給水セクターの類似プロジェクトによる
施設建設を含む協力を受けており、その経験の活用が可能といえる。これより、現地業者
の活用も可能である。 

 
７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
 
（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標： 
 
  ・エンブ市及び周辺地域の給水能力が現在の約 10,000m3/日から 21,000 m3/日に増加する。 
・水道にアクセス可能な戸数が現在の 17,750件から 39,900件に増加する。 
・給水可能な人口が現在の 69,200人から 168,000人に増加する（対人口比 41%→87%）。 
・料金収入が増加する。 

 
事 項 2009年 

（本プロジェクト実施前） 
2015年 

（本プロジェクト実施後）

給水区域内人口 170,500人 193,000人 
給水件数   17,750件 39,900件 
給水人口 69,200人 168,000人 
給水能力 10,000m3/日 21,000m3/日 

 
（２）その他の成果指標 
・ソフトコンポーネントの実施により、水道施設の運転、維持管理を支援することで給水水質
が向上する。 

 
（３）評価のタイミング 
   2013年以降。（協力対象施設が竣工し、先方に引渡された後） 
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